
p6広報あいなん

御荘方面隊による小隊訓練

地
域
防
災
の
担
い
手 

士
気
高
め
る

■
消
防
本
部
か
ら
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町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

　
南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
「
平
成
27
年
愛
南
町
消
防
出

初
式
」
を
挙
行
し
、
町
内
５
方
面

隊
18
分
団
か
ら
出
動
し
た
団
員
約

５
０
０
名
が
姿
勢
・
服
装
点
検
や
小

隊
訓
練
、
分
列
行
進
な
ど
規
律
の
と

れ
た
動
作
で
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　
今
年
は
操
法
訓
練
も
行
わ
れ
、
御

荘
方
面
隊
第
４
分
団
長
月
支
部
が
小

型
ポ
ン
プ
操
法
を
、
一
本
松
方
面
隊

第
２
分
団
広
見
支
部
が
ポ
ン
プ
車
操

法
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、柏
小
、

平
城
小
、城
辺
小
、一
本
松
小
、福
浦
小

の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
人
員
服

装
点
検
も
あ
り
、各
ク
ラ
ブ
が
そ
れ
ぞ

れ
の
隊
長
の
号
令
に
合
わ
せ
た
元
気

の
い
い
団
体
行
動
を
見
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、消
防
団
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
団
員
に
対
し
て
表
彰
状
の
授

与
と
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
表
彰
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
平
成
27
年
愛
南
町
消
防
出
初
式
被
表
彰
者（
敬
称
略
）】

日
本
消
防
協
会
長
表
彰（
伝
達
）

●
功
績
章 

　
西
海
方
面
隊
　
　
副
団
長
　
菅
原
千ち

代よ

郎ろ
う 

●
精
績
章

　
一
本
松
方
面
隊
　
副
団
長
　
岡

　
正

た
だ
し 

●
勤
続
章

　
御
荘
方
面
隊
　
　
第
２
分
団
　
団
員
　
宮
下
　
定

さ
だ
む  

　
城
辺
方
面
隊
　
　
第
３
分
団
　
団
員
　
前
田
末す

え
み
つ光 

　
城
辺
方
面
隊
　
　
第
３
分
団
　
団
員
　
加
洲
泰や

す

司し  

　
西
海
方
面
隊
　
　
第
２
分
団
　
団
員
　
坂
井
宏ひ

ろ
み
つ光 

　
西
海
方
面
隊
　
　
第
３
分
団
　
部
長
　
福
本
寅と

ら

尾お  

愛
媛
県
知
事
表
彰

●
功
労
章

　
内
海
方
面
隊
　
　
副
団
長
　
島
内
登と

よ

き

世
樹
　
ほ
か
６
名

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰    

●
功
績
章

　
御
荘
方
面
隊
　
　
第
４
分
団
　
分
団
長
　
竹
平
満み

つ

之ゆ
き

　
ほ
か
３
名

●
勤
続
章

　
一
本
松
方
面
隊
　
第
４
分
団
　
副
分
団
長
　
吉
良
祐ゆ

う
い
ち一

　
ほ
か
42
名

愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

●
家
族
内
助
の
功
労
者

　
御
荘
方
面
隊
　
　
小
松
一か

ず

好よ
し

副
団
長
夫
人
　
小
松
園そ

の

美み

愛
南
町
長
表
彰

　
城
辺
方
面
隊
　
　
第
１
分
団
　
団
員
　
西
田
季と

き
ふ
み史

　
ほ
か
９
名

愛
南
町
長
表
彰
　
団
体
表
彰

　
一
本
松
方
面
隊
　
第
２
分
団
広
見
支
部

　
御
荘
方
面
隊
　
　
第
４
分
団
長
月
支
部

愛
南
町
消
防
団
長
表
彰

　
西
海
方
面
隊
　
　
第
１
分
団
　
部
長
　
吉
田
拓た

く

真ま

　
ほ
か
18
名 
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竹下和男氏による食育講演

食
育
に
つ
い
て
学
ぼ
う

■
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

高
速
道
路
「
内
海
〜
宿
毛
間
」
の
早
期
事
業
化
を

め
ざ
し
て

■
建
設
課
か
ら

西村明
あき

宏
ひろ

国土交通副大臣（写真中央）に要望書を手渡す清水町

長。写真左側から井原
たくみ

巧参議院議員、山本
じゅん

順三
ぞう

参議院議員、

山本公
こう

一
いち

衆議院議員、西村副大臣、清水町長、沖本宿毛市長、

山下愛南町議会議長、岡崎宿毛市議会副議長

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第
５
回

愛
南
町
食
育
推
進
大
会
」
を
開
催
し
、

食
育
講
演
な
ど
を
通
し
て
、
参
加
者

約
２
０
０
名
が
食
育
に
つ
い
て
共
に

学
び
ま
し
た
。

　
食
育
講
演
で
は
、
全
国
的
に
広
が

る
「
弁
当
の
日
」
の
提
唱
者
竹
下
和か

ず

男お

氏
が
、
『〝
弁
当
の
日
〞
で
何
が
育
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つ
か
〜
〝
弁
当
の
日
〞
に
託
し
た
夢

〜
』
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
「
弁

当
の
日
」
に
子
ど
も
た
ち
が
自
ら

台
所
に
立
ち
弁
当
を
作
る
過
程
が
、

〝
人
間
脳
〞
と
も
い
わ
れ
る
脳
部
位

の
前ぜ

ん

頭と
う

前ぜ
ん

野や

に
与
え
る
好
影
響
に
つ

い
て
事
例
を
挙
げ
て
説
明
し
ま
し

た
。
竹
下
氏
は
、
「
子
ど
も
た
ち
が
、

い
か
に
自
立
に
つ
な
が
る
弁
当
作
り

を
し
た
か
。
調
理
技
術
の
高
さ
な
ど

を
見
る
の
で
は
な
く
、
大
切
な
こ
と

は
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
弁
当
を
ほ

め
て
や
る
こ
と
」
と
、
弁
当
を
作
る

こ
と
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
人
間
的

成
長
に
言
及
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
平
成
27
年
３
月
に
策

定
予
定
の
「
第
２
次
愛
南
町
食
育
推

進
計
画
（
案
）
」
の
紹
介
や
パ
ネ
ル
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
速
道
路
未
事
業
化
区
間

で
あ
る
「
内
海
〜
宿
毛
間
」

の
早
期
事
業
化
を
め
ざ
し
て
、
愛
南

町
と
高
知
県
宿
毛
市
が
２
市
町
合
同

で
国
土
交
通
省
な
ど
東
京
都
の
関
係

機
関
に
出
向
き
、
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。       

　
今
回
要
望
を
行
っ
た
の
は
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

愛
南
町
長
、
沖
本
年と

し

男お

宿
毛
市
長

を
は
じ
め
、
山
下
正ま

さ

敏と
し

愛
南
町
議
会

議
長
、
岡
崎
利と

し

久ひ
さ

宿
毛
市
副
議

長
や
田
村
弘ひ

ろ

文ふ
み

愛
媛
県
土
木
部

長
、
北
川
尚
ひ
さ
し

高

知
県
東
京
事
務

所
理
事
の
ほ
か

両
県
の
関
係
職

員
の
総
勢
14
名

で
す
。一
行
は
、

国
土
交
通
省
幹

部
職
員
や
両
県

の
国
会
議
員
に

対
し
、
高
速
道

路
「
四
国
８
の

字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
中
で
整

備
計
画
が
決
ま

っ
て
い
な
い
区
間「
内
海
〜
宿
毛
間
」

に
つ
い
て
、
救
命
救
急
医
療
や
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
災
害
時
の

『
命
の
道
』
と
し
て
の
機
能
、ま
た
、

観
光
や
産
業
振
興
な
ど
地
域
経
済
の

活
性
化
が
期
待
で
き
る
こ
と
な
ど
、

高
速
道
路
の
重
要
性
と
必
要
性
を
強

く
訴
え
、
早
期
事
業
化
を
図
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。
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【
基
本
理
念
】

　
み
ん
な
で
取
り
組
む
愛
南
の
食

育
！
　
〜
健
や
か
な
心
と
か
ら
だ

と
地
域
力
〜

【
基
本
目
標
】

基
本
目
標
Ⅰ
　
楽
し
く
！
お
い
し

く
食
べ
て
、
心
も
か
ら
だ
も
健
や

か
に
、
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を

送
ろ
う
！

基
本
目
標
Ⅱ
　
食
で
育
む
子
ど
も

の
未
来 

生
涯
を
元
気
に
す
ご
す
健

康
な
心
と
か
ら
だ
を
育
て
よ
う
！

基
本
目
標
Ⅲ
　
愛
南
の
自
然
の
恵

み
に
触
れ
、
食
べ
、
感
じ
て
、
食

文
化
を
理
解
し
よ
う
！

第
２
次 

愛
南
町
食
育
推
進
計
画（
案
）の
基
本
理
念
と
基
本
目
標
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水
産
業
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
模
索

■
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

巻き網漁法について説明する久德孝広さん

防
災
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
で
快
挙

■
防
災
対
策
課
か
ら

受賞した3作品と福浦小児童の皆さん

　
「
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
水
産
業
を
め
ざ
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
第
５
回
愛
南
町
水
産
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
、
漁
協
職
員
や
漁
業

関
係
者
な
ど
約
１
２
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
本
町
で
ク
ロ

マ
グ
ロ
等
海
産
魚
の
種
苗
生
産
を
展

開
す
る
南
洋
漁
業

㈱
の
角
正
浩こ

う

一い
ち

代

表
取
締
役
が
「
養

殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
の

種
苗
生
産
に
つ
い

て
」
、
ま
た
、
愛

南
漁
業
協
同
組
合

の
久
德
孝た

か

広ひ
ろ

理
事

が
「
愛
南
町
の
小

型
巻
き
網
漁
業
に

つ
い
て
」
と
題
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
内
容
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
行
わ
れ

た
総
合
討
論
で

は
、
久
德
理
事
が

発
表
の
中
で
「
漁

獲
量
が
減
少
し
て

も
漁
獲
高
が
減
少
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一
般
社
団
法
人 

日
本
損
害
保
険
協

会
な
ど
が
主
催
す
る
「
第
11
回
小
学

生
の
ぼ
う
さ
い
探
検
隊
マ
ッ
プ
コ
ン

ク
ー
ル
」（
応
募
作
品
２
，２
６
７
点
）

で
、
福
浦
小
学
校
３
、
４
年
生
４
名

（
チ
ー
ム
名
「
風
の
子
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ズ
」
）
が
作
成
し
た
『
樽
見
自
助
・
共

助
マ
ッ
プ
』
が
、
上
位
３
賞
の
一
つ

「
消
防
庁
長
官
賞
」
に
選
ば
れ
る
な

ど
、
町
内
小
学
校
の
５
作
品
が
入
賞

し
ま
し
た
。

　
消
防
庁
長
官
賞
の
表
彰
は
３
月
15
日
（
日
）

に
仙
台
市
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
本
番
の
表
彰

式
に
先
立
ち
、
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
協
力
し
た

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
を
招
い
て
の
「
プ
レ
表

彰
式
」
が
、
２
月
９
日
に
福
浦
小
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
に
出
席
し
た
日
本

損
害
保
険
協
会
の
鈴
木
文ふ

み

明あ
き

主
査
は
、
昨
年

ま
で
同
校
が
２
年
連
続
で
最
高
賞
の
文
部
科

学
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
今
年
は
応
募
作
品
３

点
す
べ
て
が
受
賞
し
た
こ
と
に
つ
い
て
「
驚

く
べ
き
快
挙
。
児
童
一
人
一
人
の
防
災
意
識

が
高
く
、
日
頃
か
ら
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
成

果
だ
と
思
う
」
と
、
賛
辞
を
贈
り
ま
し
た
。

町
内
小
学
校
の
受
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

消
防
庁
長
官
賞

　
福
浦
小
　
『
樽
見
自
助
・
共
助
マ
ッ
プ
』

　
　
　
　
　
　（
風
の
子
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ズ
）

審
査
員
特
別
賞

　
緑
小
　
　
『
早
く
逃
げ
よ
う
避
難
経
路
マ
ッ
プ
』

　
　
　
　
　
　（
ぼ
う
さ
い
グ
リ
ー
ン
隊
Ｃ
チ
ー
ム
）

佳
作

　
福
浦
小
　
『
き
け
ん
チ
ェ
ッ
ク

ぼ
う
さ
い
お
さ
ん
ぽ
マ
ッ
プ
』

　
　
　
　
　
　（
ぼ
う
さ
い
風
の
子
た
い
３
）

　
　
〃
　
　
『
通
学
路
安
全
安
心
マ
ッ
プ
』

　
　
　
　
　
　（
風
の
子
レ
イ
ン
ボ
ー
）

　
船
越
小
　
『
津
波
防
災
マ
ッ
プ
』

　
　
　
　
　
　（
船
っ
子
防
災
キ
ッ
ズ
）

し
な
い
よ
う
に
工
夫
し
な

が
ら
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
た

よ
う
に
、
参
加
者
は
積
極

的
に
意
見
交
換
し
、
漁
場

環
境
が
変
化
し
て
い
く
中

で
も
愛
南
町
水
産
業
が
発

展
し
て
い
く
た
め
の
方
策

を
探
り
ま
し
た
。
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「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
２
０
１
５
」
の

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

■
商
工
観
光
課
か
ら

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

一
斉
送
付
・
更
新
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

■
人
権
啓
発
室
か
ら

写真右から志磨村俊二先生と宮﨑和友館長。左端は、飯田豊一先生

人権作文を発表する松本芽生さん

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
27

年
３
月
31
日
で
す
。
３
月
下
旬
に
新

し
い
被
保
険
者
証
を
普
通
郵
便
で
送

付
し
ま
す
。

※
簡
易
書
留
で
の
郵
送
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
町
民
課
又
は
各
支
所
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
修
学
の
た
め
町
外
に
転
出
し
て
い
る

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
様
へ
】

　
今
現
在
、
修
学
の
た
め
町
外
に
転

　
５
月
24
日
（
日
）に
南
レ
ク
ロ
ッ
ジ

前
駐
車
場
で
開
催
す
る
「
愛
南
び
や

び
や
祭
り
２
０
１
５
」
の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す
。
申
込
方
法
や
締
切
り

等
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

出
店
資
格
　
原
則
と
し
て
町
内
産
品

を
取
り
扱
う
町
内
商
店
・
生
産
者
等

問
合
せ

　
商
工
観
光
課
内
　
愛
南
び

や
び
や
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

 

℡
７
２
―

７
３
１
５

　「
『
ひ
と
ご
と
』
か
ら
『
わ
が
こ
と
』

へ
〜
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
ぶ

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
御
荘
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
愛
南
町
人
権
ふ
ぉ
ー
ら

む
」
を
開
催
し
、
町
内
外
か
ら
約

４
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ふ
ぉ
ー
ら
む
は
、
町
内
中
学
生
有

志
に
よ
る
愛
南
町
解
放
子
ど
も
会

「
解
放
未
来
塾
」
の
歌
『
私
た
ち
の

合
言
葉
』
の
合
唱
で
幕
を
開
け
、
開

会
行
事
で
は
御
荘
中
学
校
１
年
生
の

松
本
芽め

生い

さ
ん
が
、
人
権
作
文
『
命

の
大
切
さ
』
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
大
森
文
化
会

館
館
長
の
宮
﨑
和か

ず

友と
も

さ
ん
と
高
知
県

香
南
市
立
野
市
中
学
校
の
志
磨
村

し
ゅ
ん
俊

二じ

校
長
の
お
二
人
を
迎
え
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
平
城
小
学

 1/
   31

校
の
飯
田
豊と

よ

一か
ず

教
頭
が
自
ら
の
意
見

を
交
え
な
が
ら
会
を
進
行
し
ま
し
た
。

　
宮
﨑
館
長
と
志
磨
村
校
長
は
、
ご

自
身
の
体
験
な
ど
か
ら
今
な
お
根
強

く
残
る
差
別
の
実
態
に
触
れ
、
飯
田

教
頭
が
、
「
光
の
見
え
な
い
教
育
で

は
厳
し
い
。
人
権
教
育
自
体
が
光
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
人
権

教
育
の
在
り
方
を
参
加
者
に
訴
え
ま

し
た
。

出
し
て
い
る
方
で
、
引
き
続
き
修
学

の
必
要
が
あ
る
場
合
は
更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の
　
在
学
証
明
書
（
証

明
書
の
日
付
は
平
成
27
年
４
月
１
日

以
降
の
も
の
）
、
被
保
険
者
証
、
印

鑑※
修
学
が
終
了
し
た
場
合
も
届
出
が

必
要
で
す
の
で
、
町
民
課
又
は
各
支

所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０
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土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
税
務
課
か
ら

平
成
27
年
４
月
分
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

　
縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者
（
納
税

義
務
者
の
う
ち
、
免
税
点
未
満
で
課

税
さ
れ
な
い
方
を
除
く
。）
ご
本
人
の

固
定
資
産
の
価
格
が
適
正
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
た
め
に
、
比
較
し
た
い

土
地
又
は
家
屋
の
価
格
を
縦
覧
帳
簿

で
確
認
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

は
、
町
内
に
所
在
す
る
土
地
又
は
家

屋
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
を

納
税
す
る
方
が
、
比
較
し
た
い
土
地

又
は
家
屋
の
地
番
を
指
定
し
、縦
覧
期

間
中
に
限
り
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
縦
覧
方
法
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

土地価格等縦覧帳簿
所在・地番・地目・地積・価格が記
載されています。

家屋価格等縦覧帳簿
所在・家屋番号・種類・構造・建築年・
床面積・価格が記載されています。

縦覧期間
4月1日（水）～4月30日（木）
8時30分～17時
※土・日・祝祭日を除く。

縦覧場所 本庁税務課

縦覧できる人

・町内に所在する土地又は家屋に対
して課する固定資産税の納税者及
びその同一世帯で生計を一にする
親族
・納税管理人
・納税者に委任を受けた代理人（委
任状が必要です。）

持参するもの
・印鑑
・納税通知書又は運転免許証等、本
人であることを証明できるもの

縦覧の目的が制度以外の目的と思われる場合、縦覧をお
断りすることがあります。なお、縦覧期間以外は、土
地・家屋価格等縦覧帳簿の公開は一切できません。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
納
め

る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
納
め
忘
れ

の
防
止
や
金
融
機
関
に
行
く
手
間
と

時
間
を
省
く
た
め
、
１
年
間
あ
る
い

は
一
定
期
間
ま
と
め
て
納
め
る
前
納

制
度
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。※
国
民
年

金
を
前
納
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

現
金
納
付
の
場
合

・
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
案
内
書
に
入
っ

て
い
る
「
前
納
納
付
書
」
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
（
納
付
期
限
は
平

成
27
年
４
月
30
日
で
す
。）。

・
５
月
以
降
の
前
納
も
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
お
近
く
の
年
金
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
申

込
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
前
納

に
な
り
ま
す
。）。

【
平
成
27
年
４
月
分
〜

平
成
28
年
３
月
分
】

　
◆
１
か
月
ず
つ
納
付

　
　
　
１
８
７
，０
８
０
円

　（
１
５
，５
９
０
円
×
12
か
月
）

　
◆
ま
と
め
て
12
か
月
納
付

　
　
　
１
８
３
，７
６
０
円

　（
12
か
月
前
納
の
割
引
額

３
，３
２
０
円
）

　
◆
ま
と
め
て
６
か
月
納
付 

　
　
　
９
２
，７
８
０
円

　（
６
か
月
前
納
の
割
引
額７

６
０
円
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

 

○
３
月
17
日（
火
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　
電
話
受
付
対
応
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

平
成
27
年
４
月
か
ら

１
か
月
の
国
民
年
金
保
険
料
額

　
１
５
，５
９
０
円

　（
平
成
26
年
度
保
険
料
額

　
　
１
５
，２
５
０
円
か
ら
、

　
　
　
３
４
０
円
引
き
上
げ
）

問合せ　税務課 ℡７２ ―７３０１
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けしま

す。※1回の相談人数は8人

までで事前予約が必要で

す。定員に達した場合は受

付を終了します。

　３月１０日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　３月１４日（土）・２５日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

し
っ
か
り
歯
み
が
き
で
む
し
歯
ゼ
ロ

■
保
健
福
祉
課
か
ら

　
愛
南
町
で
は
町
内
の
全
保
育
所
、

幼
稚
園
の
年
中
・
年
長
児
及
び
全
小

学
校
の
児
童
を
対
象
に
フ
ッ
素
洗
口

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ッ
化
物
に
は
、
歯
を
強
く
す

る
、
歯
の
石
灰
化
を
促
進
す
る
、
む

し
歯
菌
の
働
き
を
抑
制
す
る
な
ど
の

働
き
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ  

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

5

4.5

4

3.5

3

2.5

2

1.5

1

0.5

0
年少児 年中児 年長児 小学1年生 中学1年生

※中学1年生は
　永久歯

22年度

26年度

【本町における一人平均むし歯数※の推移】
※むし歯数（DMF歯数）＝未治療のむし歯＋むし歯により失った歯＋治療済みのむし歯の本数

　愛南町で実施しているむし歯予防の取組の結果、どの年代でも一人平
均むし歯数が減少しました。愛南町では引き続き、歯みがきやバランス
の取れた食生活など、子どもたちのむし歯予防に取り組んでいきます。

  

税
務
課
等
か
ら

３
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

国

民

健

康

保

険

税

10期分/

10期分

介

護

保

険

税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

9期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

　
愛
南
町
と
愛
南
町
食
育
推
進
協
議

会
で
は
、
食
育
推
進
計
画
で
の
取
組

の
一
つ
と
し
て
、
む
し
歯
ゼ
ロ
率
の

高
い
保
育
所
、
幼
稚
園
や
小
中
学
校

か
ら
「
愛
な
ん
歯
つ
ら
つ
大
賞
」
を

決
定
し
、
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
は
、
次
の
と
お
り
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。

※（
　
）内
の
数
字
は
む
し
歯
ゼ
ロ
率

保
育
所
・
幼
稚
園
の
部

　
　
家
串
保
育
所（
87
・
５
％)

小
学
校
の
部

　
　
長
月
小
学
校 

（
１
０
０
％)

中
学
校
の
部

　
　
篠
山
中
学
校 

（
１
０
０
％)

　
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
み
が
き

を
し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

一
人
平
均
む
し
歯
数（
本
）
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高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か

■
保
健
福
祉
課
か
ら

「
イ
チ
ゴ
狩
り
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

使
用
し
て
い
な
い
バ
イ
ク
等
に
も
税
金
が
か
か
り
ま
す

■
税
務
課
か
ら

　
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
高
齢
者

の
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種
が
定

期
化
さ
れ
、
一
部
公
費
負
担
で
接
種

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
予
防
接
種
は
、
平
成
26

年
10
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で

は
、
年
度
ご
と
に
年
齢
を
区
切
っ
て

実
施
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
接
種
期
限
が
平

成
27
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す

の
で
、早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
予
防
接
種
を
公
費
で
受
け
る
に

は
、
接
種
券
及
び
予
診
票
が
必
要
で

す
（
持
た
ず
に
接
種
し
た
場
合
は
自

費
に
な
り
ま
す
。）
。
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
城
辺
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
又
は
各
支
所
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数
　
生
涯
１
回

自
己
負
担
金
　
４
，０
０
０
円
（
生
活

保
護
受
給
者
は
所
定
の
手
続
き
に
よ

り
無
料
）

　
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
で
は
、
「
イ
チ
ゴ
狩
り
と

楽
し
い
体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
愛
情
た
っ
ぷ
り
に
育
っ
た
イ

チ
ゴ
を
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
、
友
人
同

士
で
楽
し
く
摘
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
３
月
21
日（
土
） 

　
　
　
10
時
〜（
小
雨
決
行
）

場
所
　
緑（
樋
口
）

定
員
　
15
名（
先
着
順
）

体
験
料
　
１
人
　
１
，５
０
０
円

持
ち
帰
り
は
別
途
代
金
が
必
要
で
す
。

申
込
期
日
　
３
月
17
日（
火
）

申
込
み
・
問
合
せ 

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー  

　
℡
７
２
―

７
３
１
１

今
年
度（
平
成
26
年
度
）の
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

65
歳

昭
和
24
年
４
月
２
日
〜
昭
和
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ

70
歳

昭
和
19
年
４
月
２
日
〜
昭
和
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

75
歳

昭
和
14
年
４
月
２
日
〜
昭
和
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ

80
歳

昭
和
９
年
４
月
２
日
〜
昭
和
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ

85
歳

昭
和
４
年
４
月
２
日
〜
昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

90
歳

大
正
13
年
４
月
２
日
〜
大
正
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ

95
歳

大
正
８
年
４
月
２
日
〜
大
正
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ

１
０
０
歳

大
正
３
年
４
月
２
日
〜
大
正
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ

１
０
１
歳
以
上

大
正
３
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
も
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
使
用
し
て
い
な
い
バ
イ
ク
、
軽
自

動
車
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
平
成
27

年
４
月
１
日
時
点
で
、
原
付
バ
イ
ク

や
軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い
る
方

に
は
、
平
成
27
年
度
の
軽
自
動
車
税

が
か
か
り
ま
す
。
す
で
に
廃
車
し

た
、
人
に
譲
っ
た
又
は
盗
難
に
あ
っ

た
場
合
な
ど
で
、
ま
だ
廃
車
手
続
き

又
は
名
義
変
更
手
続
き
を
行
っ
て
い

な
い
方
は
、
４
月
１
日
（
水
）
ま
で
に

必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
二
輪
・
小
型
特
殊
の
税
率
】

　
二
輪
・
小
型
特
殊
の
軽
自
動
車
税

新
税
率
に
つ
い
て
、
２
月
に
各
戸
へ

配
布
し
た
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
適
用
が
１
年
延
期
さ
れ
、

平
成
28
年
度
課
税
分
か
ら
適
用
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。
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１
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